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	製品名: プロテアソーム20S LMP2ウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	プロテアソームは、高度に整列した環状の20Sコア構造を持つ多触媒性プロテアーゼ複合体です。コア構造は、28個の非同一サブユニットからなる4つのリングで構成されています。2つのリングは7個のアルファサブユニットから構成され、残りの2つのリングは7個のベータサブユニットから構成されています。プロテアソームは真核細胞全体に高濃度で分布し、非リソソーム経路においてATP/ユビキチン依存性プロセスでペプチドを切断します。改変型プロテアソームである免疫プロテアソームの重要な機能は、クラスI MHCペプチドの処理です。この遺伝子は、T1Bファミリーとしても知られるプロテアソームB型ファミリーのメンバー、つまり20Sコアベータサブユニットをコードしています。この遺伝子は、MHC（主要組織適合遺伝子複合体）のクラスII領域に位置しています。この遺伝子の発現はγインターフェロンによって誘導され、この遺伝子産物は免疫プロテアソーム中の触媒サブユニット1（プロテアソームβ6サブユニット）を置換する。成熟サブユニットの生成にはタンパク質分解によるプロセシングが必要である。[RefSeq提供、2010年3月]
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	プロテアソーム 20S LMP2 ウサギモノクローナル抗体を 1:5000 で使用した、Jurkat 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。

